家庭礼拝　2010年10月6日　使徒言行録第24章　疫病のような人間
　賛美歌520　真実に清く生きたい　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　LP59（19）　栄光ある主の御名
起

パウロは、ユダヤ人達の暗殺しようとする陰謀を、ローマの千卒長の機転により逃れることが出来ました。そして、カイザリアのフェリクス総督のところまでやってくることが出来ました。そこで公平な裁判を受ける予定でした。裁判はユダヤ人達の告訴を待って、始められました。このとき訴え出たのは大祭司アナニアではなくて、弁護士のテルティロというものでした。大祭司アナニアは、弁論ではパウロに分があると見たのか、カイザリアに来るときに長老達のほかに、裁判の専門家である弁護士のテルティロというものを連れてきて、その告訴に当たらせたのでした。そして訴え始めました。テルティロはパウロのことをまず、疫病のような人間だと言いました。パウロを、汚らわしい人間であることを印象付けようとしました。一方で、それは、ユダヤ人たちがパウロのことをどのように恐れ憎んでいたのかが分かります。それはペストのごとく、その教えがあっという間に伝染し、防ぎようの無いことを物語っています。そして、それが人々に不幸をもたらすものだと言うことを言おうとしています。そして、世界中のユダヤ人達の間に、騒動を起こして者の首謀者だと言いました。暴動を起こすものとは、ローマにとっての大敵でした。秩序を乱すものこそがローマの敵なのです。ですから、そのように言えば、ローマが味方になってくれるだろうと考えたのでした。そして、パウロの信じているものは正統的なユダヤ教ではなく、神殿をも汚そうとしたので逮捕したと言っています。これには嘘が混じっています。パウロが神殿を汚した事実はないし、逮捕したのもユダヤ人ではなく、ローマ兵です。ユダヤ人たちは神に仕えるものとして、どんな手を使ってでも、パウロを罪に陥れるのが正しいと思っています。正統的なユダヤ教ではなく分派である、と言う決め付けでそれが亜流のものであることを印象付けようとします。ただ、このことは異端とは言わず、分派であるとして、やはりユダヤ教の一つであることを認めているのに少し驚かされました。パウロは、このように、ユダヤ人たちに疫病のような人間だと言って呪われたのです。実に、真実に神に仕えることは人々に呪われるようなものでした。イエスキリストも、木にかけられるものは呪われる、と言われた、その十字架刑で殺されてしまいました。私たちは、キリストに従うものとして、人々から賞賛されることを期待してはいけないのかもしれません。もし期待しているならば、私たちはイエスキリストと違う道を歩んでいることになるかもしれません。賞賛されることを望まず、謙遜に、地の塩、世の光として生きることが望まれているのです。
承

弁護士テルティロの告発に対して、パウロは次のように弁明しました。11節と12節です。
使 24:11　確かめていただけば分かることですが、私が礼拝のためエルサレムに上ってから、まだ十二日しかたっていません。
使 24:12　神殿でも会堂でも町の中でも、この私がだれかと論争したり、群衆を扇動したりするのを、だれも見た者はおりません。
これは、パウロが疫病のような人間であり、いたるところで暴動を起こす者だと言うことに対する反論です。パウロ達は何もしていなかった。暴動を起こしたのは、アジア州から来た、ユダヤ人達であると、言いたいわけです。そして分派であると言う非難に対しては、先祖の神を礼拝し、また、律法に則したことと預言者の書に書いてあることを、ことごとく信じています。と反論します。パウロは、伝統的な信仰を継承するものであることを言っているのです。ただ違うのは、15節です。それは復活の信仰です。
使 24:15　更に、正しい者も正しくない者もやがて復活するという希望を、神に対して抱いています。この希望は、この人たち自身も同じように抱いております。
使 24:16　こういうわけで私は、神に対しても人に対しても、責められることのない良心を絶えず保つように努めています。
分派と言われるパウロ達の教えは、復活すると言う希望を神に対して抱いているからだと言ったのです。そして、自分たちは、神に対しても人に対しても、責められることのない良心を絶えず保つように努めています。と答えました。パウロは、神に対してだけではなく、人に対してもまた、責められることの無い良心を絶えず保つように努めていたと言うのです。この良心を絶えず保つためには、この良心をもって、自分自身をいつも観察し、見守っていく姿勢が必要です。毎日を、ただ無意識に歩んでいくのではなく、神の目で、そして良心の目で、自分が神に対し、人に対し正しかったのかをいつも反省する思いが必要なのだと思います。そしてそのようにするのは、自分たちは復活して神の御前にたつものとなると言う希望を持っているからなのだと言うことなのです。死んだらおしまいなのではなく、復活して、最後の日の神の裁きを受けるものであることを言っているのです。
転

ここまでは、テルティロの告発したことに対する反論です。そしてここからはパウロの反撃に出ます。
17節から21節です。
使 24:17　さて、私は、同胞に救援金を渡すため、また、供え物を献げるために、何年ぶりかで戻って来ました。
使 24:18　私が清めの式にあずかってから、神殿で供え物を献げているところを、人に見られたのですが、別に群衆もいませんし、騒動もありませんでした。
使 24:19　ただ、アジア州から来た数人のユダヤ人はいました。もし、私を訴えるべき理由があるというのであれば、この人たちこそ閣下のところに出頭して告発すべきだったのです。
使 24:20　さもなければ、ここにいる人たち自身が、最高法院に出頭していた私にどんな不正を見つけたか、今言うべきです。
使 24:21　彼らの中に立って、『死者の復活のことで、私は今日あなたがたの前で裁判にかけられているのだ』と叫んだだけなのです。」
パウロは、何年ぶりかでエスサレムにやってきたけれども、それは何か活動するためではなく、同胞に救援金を渡すためと、供え物を捧げるためであって、騒動とは何の関係も無いことですと言いました。先週、なぜパウロがこれほどまでに危険を犯して、エルサレムに来るのか理解できないことを言いましたが、注解書などでは、前のエルサレム会議で、異邦人への伝道を認めたとき、エルサレム教会は、異邦人教会から、エルサレム教会に救援金を贈るように、約束をお願いしたようです。そして、パウロはその約束の救援金を持ってエルサレムにやってきたのです。

パウロは、自分が、あなた達に告発されているけれども、エルサレムでは何の騒動も起こしていない。騒動を起こしていると言う訴えをするならば、アジア州から来たユダヤ人達が、証拠を挙げて訴えるべきである。あなたたちは、その人々の話を聞いて騒いだだけではないかと言いたいわけです。そして最高法院でも私にどんな不正を見つけたか言うべきだ。私はただ、死者の復活のことで裁判にかけられているのだと、叫んだだけなのだと言いました。ユダヤ人たちは証拠を上げて、立証することは出来ませんでした。
　総督フェリクスは、千人隊長からの手紙などの情報により、事前に知らされていたので、その事情は詳しく知っていました。そしてこれが、ローマ法に基づく罪の問題ではなく、ユダヤ教の問題だと言うことも知っていました。それで、「千人隊長リシアが下って来るのを待って、あなたたちの申し立てに対して判決を下すことにする」と言って裁判を延期しました。これで、千人隊長が来れば一件落着かと思われましたが、その判決は何時までも出ませんでした。2年経ってもまだ開放されませんでした。聖書には記されていませんが、このフェリクスの時代に、カイザリアでユダヤ人達の暴動があり、千人ほどが殺されると言う事件があったそうなのです。それは、このカイザリアが、ユダヤ人の町なのか、ギリシャ人の町なのかで論争が起こり、ユダヤ人たちが暴動を起こして異邦人を殺そうとしそうになったとき、ローマ兵が割って入り、ユダヤ人たちを殺してしまったそうです。そのしこりを取り除くために、ローマ総督は、ユダヤ人達の歓心を買うために、パウロを釈放せずにそのまま軟禁状態にしていたと言うことです。結局、フェリクスは暴動鎮圧時の責任を取らされて、二年でポルキウス・フェストゥスに交代になります。この新任の総督ポルキウス・フェストゥスも前任者の轍を踏まないよう、ユダヤ人の気に入られようとして、パウロを監禁したままにしておいたのです。ユダヤ人達のこの激しい行動は、ローマの総督をもたじろがせるものがあったようです。
　総督フェリクスは、パウロが無罪であることを知っていました。パウロを釈放しなければならないことを知っていながら、ユダヤ人の歓心を買おうとして、監禁したままにしていました。ただ、フェリクスはパウロの言葉に強く引かれるものを感じました。フェリクスは、度々パウロを呼び出して、話を聞いたようです。フェリクスは妻のドルシラとの結婚のことで、深い罪を感じていたようです。裁判のあった数日の後、フェリクスはユダヤ人である妻のドルシラと一緒に来て、パウロを呼び出し、キリスト・イエスへの信仰について話を聞いた。と書いてあります。たぶん妻のドルシラも、このパウロの言うイエスキリストに関心があったものと思われます。25節で、パウロが正義や節制や来るべき裁きについて話すと、フェリクスは恐ろしくなり、「今回はこれで帰ってよろしい。また適当な機会に呼び出すことにする」と言った、と書かれています。フェリクスが恐ろしくなったのは、正義や節制の話ではなく、来るべき裁きについての話を聞いて恐ろしくなったのです。自分が罪を犯しているとの自覚が、その裁きが自分に下ることを、恐ろしく思わされたのです。フェリクスは、総督とは言っても、私達と同じ人間的な恐れを感じる人でした。一方では皇帝を恐れ、もう一方ではユダヤ人を恐れ、そして更に一方では、神を恐れているのです。どこを向いても心休まる場所が無いのです。何時どうなるか分からない恐れにとらわれているのです。総督フェリクスは、パウロの語る神が真実かもしれないと思いつつ、その話を聞いてみたくなりました。ですが、恐ろしくなって、今回はこれで帰ってよろしいと言って、聞くことを断念するのです。このパウロの来るべき裁きとは、この世には終わりがあり、そのとき私たちは復活し、神の前に立つということです。パウロの信仰は、このことの視点の中にあって、神に対しても人に対しても良心的に生きることを願っているのです。フェリクスはそのような良心的な生活を送るには耐えられないものがありました。パウロに話を聞きに来たのも、賄賂をもらう下心があったことも記されています。そのような者ですから、復活して、神の前に立つなどということは、考えることも恐ろしいことなのです。それでまだ信じているわけではないのですが、神の裁きが恐ろしくなったのです。私達にもそのようなところは無いでしょうか。都合の良い話だけ聞いて、自分に都合の悪い話や、恐ろしくなる話には、耳をふさいでいるのかもしれません。クリスチャンの生活は、この最後のときを思いつつ、今を生きると言うことかもしれません。それが良心に従って生きる生き方かもしれません。
結

今回の、24章の登場人物は3人です。この時代の代表者です。一人はフェリクス総督です。ローマ皇帝を恐れ、ユダヤ人を恐れ、神を恐れる、長いものには巻かれろ式の人間です。一方で利己的な人間です。当時も今も一番多い人間ではないでしょうか。神の真実に心がひかれても、それに委ねきることが出来ず、自分が裁かれてしまうのではないか、自分が変えられてしまうのではないかと新しい恐れを抱いてしまう人間です。もろもろの状況に流されて、消えていく人間です。
　もう一人は、ユダヤ人弁護士のテルティロです。彼は、何一つ事実をわかっていなくても、さも全てを知っているように、説き伏せようとします。その背景には、自分たちは正統的なユダヤ人であるとのおごりがあり、自分の能力を過信し、そのためには何をしても正しいと思い込んでいる傲慢な人間の姿があります。ユダヤ人は神を恐れます。そのために、神のためならば、間違っていると決め付けた人に対して、何を行ってもいいという尊大さが有ります。
　そして3人目はパウロです。絶えず責められるところの無い良心を持って歩んでいる人です。それは神に対しても、人に対しても責められるところのない良心を持って歩もうとしている人です。パウロは、神に対して責められるところの無いように歩むために、人には責められてもしょうがないと考える人ではなかったのです。人に対しても責められるところの無い良心を持って、誠実に歩もうとしていたのです。
　さて私たちはどのタイプの人間でしょうか。願わくば、パウロのようにありたいと思います。主の霊が、私達を、恐れではなく、良心を持って歩んでいけるように導いてくださることを願うものです。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様。

私達の信仰はまだ弱く、あなたの御前にしっかりと立つことが出来ません。

自分達は、聴きたいことにのみ耳を傾け、恐ろしいことには耳をふさぎ、それを避けようとしてしまいます。

総督フェリクスのように、それは後でゆっくり考えようと言い訳して、忘れ去ろうとしてしまいます。

主よ、どうか、最後のときにあなたの裁きと憐れみが与えられるようにお祈りいたします。

そのときを逃げるのではなく、ただイエスキリストの憐れみによって許され、生かされるものであることを願います。

そして、この世にあっては、神に対しても人に対しても良心を持って生きていくことが出来ますように導いてください。

どうかあなたの恵と導きとによって、良い業を行うことが出来ますように。

主の救いと恵とが、世に満たされますように。

主の平安が、全ての人と供にとこしえにありますように。

この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。
◆パウロ、フェリクスの前で訴えられる
使 24:1　五日の後、大祭司アナニアは、長老数名と弁護士テルティロという者を連れて下って来て、総督にパウロを訴え出た。
使 24:2　パウロが呼び出されると、テルティロは告発を始めた。「フェリクス閣下、閣下のお陰で、私どもは十分に平和を享受しております。また、閣下の御配慮によって、いろいろな改革がこの国で進められています。私どもは、あらゆる面で、至るところで、このことを認めて称賛申し上げ、また心から感謝しているしだいです。
使 24:4　さて、これ以上御迷惑にならないよう手短に申し上げます。御寛容をもってお聞きください。
使 24:5　実は、この男は疫病のような人間で、世界中のユダヤ人の間に騒動を引き起こしている者、『ナザレ人の分派』の主謀者であります。
使 24:6　この男は神殿さえも汚そうとしましたので逮捕いたしました。
†
使 24:8　閣下御自身でこの者をお調べくだされば、私どもの告発したことがすべてお分かりになるかと存じます。」
使 24:9　他のユダヤ人たちもこの告発を支持し、そのとおりであると申し立てた。
◆パウロ、フェリクスの前で弁明する
使 24:10　総督が、発言するように合図したので、パウロは答弁した。「私は、閣下が多年この国民の裁判をつかさどる方であることを、存じ上げておりますので、私自身のことを喜んで弁明いたします。
使 24:11　確かめていただけば分かることですが、私が礼拝のためエルサレムに上ってから、まだ十二日しかたっていません。
使 24:12　神殿でも会堂でも町の中でも、この私がだれかと論争したり、群衆を扇動したりするのを、だれも見た者はおりません。
使 24:13　そして彼らは、私を告発している件に関し、閣下に対して何の証拠も挙げることができません。
使 24:14　しかしここで、はっきり申し上げます。私は、彼らが『分派』と呼んでいるこの道に従って、先祖の神を礼拝し、また、律法に則したことと預言者の書に書いてあることを、ことごとく信じています。
使 24:15　更に、正しい者も正しくない者もやがて復活するという希望を、神に対して抱いています。この希望は、この人たち自身も同じように抱いております。
使 24:16　こういうわけで私は、神に対しても人に対しても、責められることのない良心を絶えず保つように努めています。
使 24:17　さて、私は、同胞に救援金を渡すため、また、供え物を献げるために、何年ぶりかで戻って来ました。
使 24:18　私が清めの式にあずかってから、神殿で供え物を献げているところを、人に見られたのですが、別に群衆もいませんし、騒動もありませんでした。
使 24:19　ただ、アジア州から来た数人のユダヤ人はいました。もし、私を訴えるべき理由があるというのであれば、この人たちこそ閣下のところに出頭して告発すべきだったのです。
使 24:20　さもなければ、ここにいる人たち自身が、最高法院に出頭していた私にどんな不正を見つけたか、今言うべきです。
使 24:21　彼らの中に立って、『死者の復活のことで、私は今日あなたがたの前で裁判にかけられているのだ』と叫んだだけなのです。」
使 24:22　フェリクスは、この道についてかなり詳しく知っていたので、「千人隊長リシアが下って来るのを待って、あなたたちの申し立てに対して判決を下すことにする」と言って裁判を延期した。
使 24:23　そして、パウロを監禁するように、百人隊長に命じた。ただし、自由をある程度与え、友人たちが彼の世話をするのを妨げないようにさせた。
◆パウロ、カイサリアで監禁される
使 24:24　数日の後、フェリクスはユダヤ人である妻のドルシラと一緒に来て、パウロを呼び出し、キリスト・イエスへの信仰について話を聞いた。
使 24:25　しかし、パウロが正義や節制や来るべき裁きについて話すと、フェリクスは恐ろしくなり、「今回はこれで帰ってよろしい。また適当な機会に呼び出すことにする」と言った。
使 24:26　だが、パウロから金をもらおうとする下心もあったので、度々呼び出しては話し合っていた。
使 24:27　さて、二年たって、フェリクスの後任者としてポルキウス・フェストゥスが赴任したが、フェリクスは、ユダヤ人に気に入られようとして、パウロを監禁したままにしておいた。
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